
濃度

化学種

同位体 新しい「金属元素」同位体トレーサーの確立
・農産物のトレーサビリティ確保のための産地判別法
・地下水の水質の把握
・岩石や食品地下水の年代測定

無機質量分析による化学種形態ごとの高感度定量

Tanimizu et al. (2013)

地球表層の元素循環から
環境と調和した持続的開発を考える

地球環境化学研究室（谷水雅治 伊藤茜）
tanimizum @ kwansei.ac.jp
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無機質量分析法を駆使した新しい分析手法の開発

岩石

土壌

地球化学分野の研究を通じて
ほとんどすべての目標に貢献しています

地下水

食品

食品を例とした地球表層での元素循環の把握と、関連するSDGs
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磁場型質量分析装置

周期表の元素は地球表層において
さまざまな化学種に変化しながら
大気-水圏-地圏を循環しています

（左図は窒素の例）
地球が元来持つこの元素循環に対し
人為的な元素付加がどの程度かを
様々な元素について極微量濃度まで
定量しその起源を推定しています

HPLC-ICP-MS/MS

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/goal15.html

	スライド番号 1

